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七戸病院では、８月11日からドライブスルー方式で検体を採取し、新型コロナウ
イルスの感染を判定する「抗原検査」を導入した。町は町民に安心してもらおう
と、検査を受けた費用の半額を助成することを決めた。

令和２年11月１日第 62号（1） 議 会 だ よ り



議

案

○�

二
ツ
森
貝
塚
館
条
例
の
制

定

　

�　

地
方
自
治
法
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
及
び
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
30
条

の
規
定
に
よ
り
、
二
ツ
森

貝
塚
館
の
設
置
及
び
管
理

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
手
数
料
条
例
の
改
正

　

�　

情
報
通
信
技
術
の
活
用

に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係

る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡

素
化
及
び
効
率
化
を
図
る

た
め
の
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
る
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
個
人
番
号
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
、
特
定
個
人

情
報
の
提
供
等
に
関
す
る

省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

同
法
等
の
改
正
内
容
に
準

じ
て
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

体
育
施
設
設
置
条
例
の
改

正

　

�　

体
育
施
設
の
名
称
に
つ

い
て
、
関
係
条
例
と
整
合

性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
改
正

　

�　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
の
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
の

公
布
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

�
☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

　

�　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
公
布
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　

�　

農
産
物
加
工
開
発
研
修

セ
ン
タ
ー
の
使
用
目
的
の

多
様
化
を
踏
ま
え
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

寺
下
地
区
飲
料
水
供
給
事

業
給
水
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

　

�　

寺
下
地
区
飲
料
水
供
給

施
設
廃
止
に
伴
い
、
同
施

設
を
用
途
廃
止
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
２
年
度
補
正
予
算

　
（
下
表
参
照
）

�
☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

令
和
元
年
度
七
戸
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
（
４
項
５
項
参
照
）

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
３
日
に
開
会
し
、
白
石
洋
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と

お
り
、
会
期
を
11
日
ま
で
の
９
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、
７
日
は
一
般
質
問
（
５

人
）、９
日
・10
日
は
、特
別
委
員
会
で
決
算
審
査
、最
終
日
の
11
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

９
月定

例
会

９
月定

例
会

令和２年度９月補正予算

区　　　分 補　�　正　�　額 予 　算 　総 　額 一般会計補正予算
　（歳入の主なもの）

・地方交付税　1億0,062万1千円
・国庫支出金　2億8,339万5千円
　（�新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金）他

・繰　入　金　　 2,284万2千円
・諸　収　入　　 3,413万9千円
・町　　　債　　 2,936万3千円
　（臨時財政対策債）他

一　 般　 会　 計 4億7,012万4千円→ 123億1,806万9千円

特 

別 

会 

計

後 期 高 齢 者 医 療 357万7千円→ 4億3,115万0千円

介 護 保 険 4,094万2千円→ 26億6,241万3千円

公 共 下 水 道 事 業 1,012万1千円→ 4億4,425万9千円

農業集落排水事業 531万5千円→ 7,508万0千円

水 道 事 業 会 計 収益的収入� 3万3千円→
収益的支出� 3万3千円→

3億3,666万0千円
3億0,479万9千円

一般会計補正予算（歳出の主なもの）

・総務費　�2億7,155万6千円　�総務管理費�　2億5,517万7千円（新型コロナウイルス感染症対策費等）他
・民生費　�2億0,298万5千円　�児童福祉費　�1億8,780万7千円（施設型給付費等負担金等）他
・土木費　　 �3,518万2千円　�道路橋梁費�　　 2,987万8千円（道路維持修繕工事費等）他
・教育費　� 　1,017万7千円　�保健体育費　 　　573万8千円（七戸運動公園乗用芝刈機購入費等）他

令和２年11月１日 第 62号 （2）議 会 だ よ り



追
加
議
案

○�

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結

�

（
上
見
町
橋
橋
梁
整
備
工
事
）

　

�　

工
事
内
容
に
変
更
を
生

じ
た
の
で
、
契
約
金
額
の

変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
及
び
町
条
例
の
規
定

に
よ
り
締
結
す
る
も
の
で

す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

発

議

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　

賛
成
15
人　

反
対
０
人

�

☆
可　
　

決

○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　

賛
成
15
人　

反
対
０
人

�

☆
可　
　

決

報　

告

○�

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告

　
（
５
項
参
照
）　

�

☆
報　
　

告

議

案
○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

�（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事（
第

１
工
区
））

　

�　

蛇
坂
団
地
建
築
工
事

（
第
１
工
区
）
契
約
の
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

�（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事（
第

２
工
区
））

　

�　

蛇
坂
団
地
建
築
工
事

（
第
２
工
区
）
契
約
の
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

第
１
回

臨
時
会

令
和
２
年
８
月
３
日

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

�（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事（
第

３
工
区
））

　

�　

蛇
坂
団
地
建
築
工
事

（
第
３
工
区
）
契
約
の
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

○�

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

�　

１
４
５
５
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
１
８

億
４
７
９
４
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

�

☆
全
会
一
致
で
可
決

　青森県町村議会議長会主催により、２
つの研修会が開催されました。

県下町村議会議員研修会
　期日　７月９日（水）
　演題　「これからの政局・政治展望」
　講師　政治評論家　有馬　晴海　氏
　講師の有馬氏は、国会議員の秘書を
経験し、現在はテレビ等でコメンテー
ターとして活躍されています。講演では、
「今の永田町の動きと、日本の将来ビ
ジョン」の話があり、今後の地方議会の
あり方について貴重な研修会となりまし
た。

新人議員研修会
　期日　８月27日（木）
　演題　「議員として活躍するために」
　講師　新潟県立大学　国際地域学部
　　　　准教授　田口　一博　氏
　講師の田口氏から「質問の仕方、会議
の進め方を理解しなければ、住民の期
待に副うことができない」と説明があり、
これからの議会活動に即役立つ研修内容
でありました。 報　

告

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

・�

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

　

�（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
係
る
事
項
等
）

�

☆
全
会
一
致
で
承
認

・�

介
護
保
険
条
例
の
改
正

　

�（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
係
る
事
項
等
）

�

☆
全
会
一
致
で
承
認

《
令
和
２
年
度
予
算
関
係
》

　

・�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

�

☆
全
会
一
致
で
承
認

　七戸町議会の自主研修として行いました。
　期日　８月３日（月）
　演題　「自殺予防のためのゲートキーパー」
　講師　青森大学　社会学部　教授　藤林　正雄　氏
　講師の藤林氏は、県内の精神保健、メンタルヘルス等の研究の第一人者。藤
林氏から「気づき、耳を傾ける、専門家につなげる、見守る」というゲート
キーパーとして大切な行動についての説明がありました。研修後、各議員から
「住民の福祉、住民の立場に立って判断するという住民自治につながる」とい
う感想がありました。

七戸町ゲートキーパー研修会

令和２年11月１日第 62号（3） 議 会 だ よ り



決
算
審
査

特
別
委
員
会

９
月
３
日
・
９
日
・
10
日

～潤いと彩りあふれる田園文化都市をめざして～
　　　　　　　　にどう生かされたか！
　一般会計支出総額１０７億円の使い道

令和元年度　各会計歳入歳出決算　　　　

チェック

認　定

　

９
月
３
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
日
、

10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
日
の
議
案
審
議
に
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件

に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
附
田
俊
仁
委
員
長
が
審

査
報
告
を
し
ま
し
た
。

歳　出� １０７億３，１５２万９千円
人 件 費 12億7,878万4千円
物 件 費 11億8,124万7千円
維 持 補 修 費 2億5,437万6千円
扶 助 費 12億7,976万6千円
補 助 費 等 19億2,314万5千円
普通建設事業費 22億5,659万1千円
災害復旧事業費 2万7千円
公 債 費 9億7,111万9千円
積 立 金 4億8,729万7千円
貸 付 金 25万0千円
繰 出 金 10億9,892万7千円

＠歳　　入　�111億0,806万7千円　　　＠歳　　出　107億3,152万９千円
　　差引額　　3億7,653万8千円（差引額のうち、1億5,500万円を基金に繰入）

歳
入
自主財源：町が自主的に収入できるお金。
依存財源：国や県など、町以外の法律・基準等により決められて町に交付・配分されるお金。

歳
　
　
出

人件費：町職員の給与や議員、臨時職員の報酬などの経費。
物件費：町の経費のうち、消費的性質を持つ経費。賃金、旅費、交際費、物品購入や特定の事業を委託するための経費。
維持補修費：道路、公共用施設などを管理するために必要な経費。
扶助費：高齢者、児童、生活困窮者などを援助するための経費。
補助費等：他の地方公共団体（一部事務組合等）や民間に対して交付される経費。主なものとして、負担金・補助金及び交付金など。
普通建設事業費：公営住宅、学校、道路、公園等の整備を行うための経費。
災害復旧事業費：災害によって生じた被害の復旧を行うための経費。
公債費：施設建設などのために借り入れた町債を返済する経費。
積立金：財政運営を計画的に行うため、または特定の目的のため積み立てる経費。
繰出金：特別会計や基金に支出する経費。

用語解説

一　般　会　計

義務的
経費
32.90%

投資的経費
21.03%

その他
の経費
46.07%

人件費
11.92%

扶助費
11.93%

公債費
9.05%

普通建設事業費
21.03%

物件費
11.01%

維持補修費
2.37%

補助費等
17.91%

災害復旧事
業費
0.00%

積立金
4.54%

貸付金
0.00%

繰出金
10.24%

自主財源
28.92%

依存財源
71.08%

町税
19.58%

繰入金
5.50%

その他
3.84%

地方交付税
35.50%

国・県
支出金
16.53%

町債
14.61%

その他
4.44%

歳出歳入

歳　入� １１１億０，８０６万７千円
自 主 財 源 32億1,383万5千円
町 税 21億7,518万6千円
繰 入 金 6億1,143万6千円
そ
の
他

分担金及び負担金・使用
料及び手数料・財産収入・
寄附金・繰越金・諸収入

4億2,721万3千円

依 存 財 源 78億9,423万2千円
地 方 交 付 税 39億4,316万8千円
国 ・ 県 支 出 金 18億3,617万6千円
町 債 16億2,248万9千円

そ　

の　

他

地方譲与税・利子割交付
金・配当割交付金・株式等
譲渡所得割交付金・地方消
費税交付金・自動車取得税
交付金・環境性能割交付
金・地方特例交付金・交通
安全対策特別交付金

4億9,239万9千円

 

 

 

義務的経費：支出が義務付けられた経費。
投資的経費：道路、公園、学校などの建
設など、社会資本の整備に要する経費。
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副
委
員
長

�

向
中
野
幸
八

委
員
長

�
附
田
　
俊
仁

　

９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た

令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
決
算
認
定
は
、
全

議
員
を
も
っ
て
構
成
し
た
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署

か
ら
説
明
を
受
け
慎
重
審
査

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
く
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
も
健
全
か

つ
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
原

案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

学生�：「決算認定」っ
て何ですか？

先生�：町長から提出
され予算案を審
査して予算を決
めるけど、実際
に予算がどのよ
うに使われたか
どうかは分から
ないので、決算
についても審査
をして、予算が
適正かつ妥当に
使われたかを認
定しています。

学生�：どんな審査を
しているのです
か？

先生�：決算認定の議
案は、例年第３
回定例会に議案
として提出さ
れ、決算の審査
をするために
「決算特別委員
会」を設置しま
す。七戸町では、
議長を除く全議
員が委員になっ
ています。

学生�：町全体のお金
の使い方を審査
するってことで
すか？

先生�：対象分野が多
岐にわたってお
り、活発な質疑
が行われ、決算
特別委員会とし
て、決算を認定
するかどうかを
決定します。

学生�：委員会の決定
だから、町議会
の決定ではない
ですよね？

先生�：決算特別委員
会での審査結果
は本会議に報告
され、本会議の
議決により決算
認定が行われま
す。

決算審査って？

特別会計・企業会計

収　　入 支　　出 差引残額

特別
会計

国 民 健 康 保 険 19億3,408万6千円 19億0,816万6千円 2,592万0千円
後期高齢者医療 3億8,089万3千円 3億7,803万1千円 286万2千円
介 護 保 険 26億6,617万3千円 25億1,159万5千円 1億5,457万8千円
介護サービス事業 391万9千円 236万6千円 155万3千円
七 戸 霊 園 事 業 249万0千円 248万4千円 6千円
公 共 下 水 道 4億3,584万1千円 4億3,419万7千円 164万4千円
農業集落排水事業 6,224万0千円 6,206万3千円 17万6千円

企業
会計

水 道 事 業
収益的収支（税抜） 3億2,090万0千円 2億6,780万0千円 5,310万1千円

※四捨五入の関係上、差引残額において一致しないところがあります。

実質赤字比率
　�一般会計、霊園事業特別会計の赤字の大きさ。
連結実質赤字比率
　�一般会計を含めた全会計の赤字の大きさ。
実質公債費比率
　借入金返済の負担の大きさ。
将来負担比率
　将来負担すべき負担の大きさ。
資金不足比率
　�公営企業会計の資金不足が事業規模に占め
る大きさ。

　審査に付された各決算は、関係書類と照合した結
果、計数において誤りがなく、各決算の予算執行及
び関連事務処理は、法令規則に基づいて適切に処理
されているものと認められた。
　歳入については、自主財源の根幹をなす町税の収
入確保は最優先課題である。不納欠損額、収入未済
額は前年度決算に比べ減少しており、これは督促並
びに催告や納付相談の実施など債権回収の取組みの
成果であると思われる。また、自主財源の一つであ
る住宅使用料であるが、未収金額が年々減少してい
る。これは評価に値することであり、来年度決算で
は未収金額が解消されていることが期待できる。
　次に歳出については、中長期的視野に立った効率

的・効果的行財政運営と人件費、物件費をはじめあらゆる分野における削
減・抑制は不可欠であり、限られた財源でより一層効率的な事業執行が望
まれる。
　次に財政健全化・経営健全化判断比率については、その基準を下回って
いることを確認した。ただし、今後、大きな各種事業も計画されているため、
財政健全化へ向け、計画的で優先順位を反映させた運営が必要である。

代表監査委員
� 野田　幸子

監査委員審査意見

決算審査特別委員会報告

基準基準

14.2514.25％％

基準基準

19.2519.25％％

基準基準 350.0％350.0％

H29H29 26.8％26.8％
H30H30 28.0％28.0％

R1R1 17.3％17.3％

25.0%25.0% 基準基準

20.0%20.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

財政指標 令和元年度一般会計等健全化判断比率

H29～R1 
該当なし 

H29～R1 
該当なし 

H29H29 5.4％5.4％
  H30H30 5.9％5.9％ 
     R1R1 5.7％5.7％ 

H29～R1
該当なし 

 

    
       

基準基準 
 

R1R1 5.7％5.7％
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等・
１
０
０
０
㎡
以
上
の
設

備
設
置
の
際
の
説
明
及
び

協
議
等

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

こ
れ
ら
４
点
に
つ
い
て
、

町
の
景
観
条
例
と
の
関
係

は
。

　

景
観
条
例
と
景
観
計
画
で

は
、
町
が
認
定
し
な
い
事
業

は
着
手
で
き
な
い
。
ま
た
、

無
届
事
業
は
勧
告
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

協
議
を
行
う
こ
と
で
環
境
保

全
を
図
っ
て
い
く
。

橋
梁
対
策
に
つ
い
て

議　

員

　

町
に
は
通
行
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
幅
４
ｍ
以

下
の
狭
小
な
橋
梁
が
、
何

箇
所
あ
る
か
。
ま
た
、
そ

の
対
策
は
。

　

現
在
37
橋
あ
る
。
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
よ
り
修

繕
や
補
修
を
お
こ
な
っ
て
い

る
が
、
耐
用
年
数
が
来
た
時

点
で
架
け
替
え
を
行
う
。

町　

長

町　

長

一 般 質 問

住みよいまちづくりのために

町政のここが聞きたい

　９月定例会では、５人の議員から26件の一般質問がおこなわれ、新型コロナウイルス感染症対策など、
活発な議論が展開されました。

ページ 質問者（質問方式） 主　な　質　問　項　目

７　
佐々木　寿　夫　議員
（一問一答方式）

・町飲食店等支援臨時給付金の支給について、対象事業者を広げる考えは。
・児童センター・こども園等における感染拡大防止対策の支援とは。
・避難所の確保、防災倉庫の確保は。
・避難所のコロナ対策備品の確保は。
・避難所で公衆衛生活動を行う人材の体制は。
・高齢者や身体障がい者等、要援護者のための避難対策及び備品整備は。
・当町に太陽光発電所は何箇所あるか。また、事業者や緊急連絡先の確認は。
・開発行為による環境問題、洪水対策、風向対策は。
・�当町には幅の狭小な橋梁が何箇所か存在し通行に支障をきたしているが、その
対策は。

８
山　本　泰　二　議員
（一問一答方式）

・�新型コロナウイルス感染症対策に対する支援を行った結果、町の商工業及び他
の産業にどのような効果があったか。
・町の商工業者に対して、給付金、貸付以外の支援とは。
・町の産業の在り方、進め方に対する指導を行う考えは。

９
向中野　幸　八　議員
（一問一答方式）

・�新型コロナウイルスの影響により、一人暮らしの弱者の方が自ら命を絶つといっ
た事が懸念されるが、相談件数等の把握は。
・�県防災ブック保存版、町防災ハザードマップ保存版が毎戸配布されているが、
作成経緯は。
・�冬期間の災害発生時、高齢者、一人暮らし世帯等の灯油等燃料調達支援はあるか。
・�暖冬小雪により、除雪の出動減少や業者の採算悪化が懸念されるが、昨年度の
実績は。
・�除雪業者は、人員確保や整備・準備等に経費がかかるが、除雪体制を維持する
ため、恒常的な対策、最低保障をする考えは。
・�町内運行バスをラッピング等を施して、町のPR媒体として有効活用する考えは。
・�今年度納車予定のバスについて、町のイメージアップのためにデザインを統一
する考えは。
・地域の情報化の推進の一つとして、ケーブルテレビを整備する考えは。

10
三　上　正　二　議員
（一問一答方式）

・新型コロナウイルス感染症の拡大による、現時点での町経済への影響は。
・�「新しい生活様式」により、変化した人の流れに対応するため、将来を見据え
た対策は。

11
哘　　　清　悦　議員
（一問一答方式）

・�新型コロナウイルス感染症の発生に伴う、外来患者の減少により、公立七戸病
院の経営も一層厳しくなってきた。今後の病院費の分担金は。
・�医師確保が困難な状況下で、公立七戸病院の存続が不安であるが、将来の地域
医療及び公立七戸病院の役割とは。
・�南部縦貫株式会社と随意契約する、特別な理由が現時点ではなくなったと思わ
れるが、来年度の委託先の選定方法は。
・�赤十字会費（社費）、社会福祉協議会費、県交通災害共済費等の徴収方法の改善は。

※一問一答方式は、50分の制限時間内であれば質問回数に制限はありません。

　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であり、年４回の定例会で行われます。
　質問する議員も受ける執行機関も、ともに十分な準備が必要であるため、通告制が採用されています。
　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況及び将来の方針等について所信をただし、事実関係を明ら
かにすることにより、現行の政策の確認、変更、是正、あるいは新規の政策を採用させるなどの目的効果
があります。

令和２年11月１日 第 62号 （6）議 会 だ よ り



町長

佐々木 寿夫 議員

一問一答方式

七戸町飲食店等支援臨時給付金の
� 対象範囲の拡充は

生活関連サービス業、療術業、
　　教養・技能教授業を追加する

療
術
業
、
更
に
は
教
養
・
技

能
教
授
業
を
追
加
す
る
。

議　

員

　

児
童
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど

も
園
等
に
ど
の
よ
う
な
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
た
か
。

　

６
こ
ど
も
園
等
に
対
し
て
、

消
毒
液
の
配
布
、
感
染
防
止

対
策
用
備
品
及
び
消
耗
品
費

と
し
て
１
７
０
万
５
千
円
の

補
助
。
更
に
は
国
の
補
正
予

算
分
と
し
て
１
０
８
万
円
を

補
助
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

議　

員

　

国
の
二
次
補
正
予
算
で

は
「
児
童
福
祉
施
設
等
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
に
係
る
支
援
事
業
」

４
５
２
億
円
、
補
助
基
準

は
１
施
設
50
万
円
。
町
の

活
用
方
法
は
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
、

こ
ど
も
園
等
６
箇
所
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
５
箇

所
、
病
後
児
保
育
事
業
２
箇

所
、
計
10
施
設
７
事
業
に
対

し
１
箇
所
当
た
り
50
万
円
を

上
限
と
し
て
交
付
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

町　

長

町　

長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

議　

員

　

七
戸
町
飲
食
店
等
支
援

臨
時
給
付
金
の
こ
れ
ま
で

の
支
給
実
績
は
。

　

ま
た
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
業
、
理
美
容
業
等
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
業

種
の
事
業
者
数
は
。

　

現
在
ま
で
の
支
給
実
績
は
、

１
３
７
件
、
１
３
７
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
数

は
、
87
事
業
者
あ
る
。

議　

員

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
へ
の
給
付
金
の
支

給
を
考
え
て
い
る
か
。

　

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、

町　

長

町　

長

議　

員

　

避
難
所
の
確
保
は
。

　

現
在
49
箇
所
指
定
、
約

５
７
０
０
人
の
収
容
が
可
能
。

議　

員

　

避
難
所
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
備
品
の

確
保
や
公
衆
衛
生
活
動
を

行
う
人
材
の
体
制
は
。

　

避
難
所
内
で
利
用
す
る
物

品
等
（
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・

非
接
触
型
体
温
計
）
を
購
入

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
飛
沫

防
止
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
を
準
備

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
盛
り
込
ん
だ

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
避

難
者
の
健
康
管
理
や
配
慮
が

必
要
な
方
へ
の
対
応
等
、
避

難
所
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

議　

員

　

高
齢
者
や
身
体
障
が
い

者
等
、
要
援
護
者
の
方
々

の
詳
細
な
情
報
、
輸
送
計

画
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ

町　

長

町　

長

の
方
々
が
居
住
で
き
る
た

め
の
備
品
等
の
整
備
は
。

　

主
に
独
り
暮
ら
し
の
方
の

要
援
護
者
と
障
が
い
者
の
方

の
情
報
を
管
理
し
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
対
策
、
救
援
隊
、

輸
送
計
画
等
は
、
現
在
整
備

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後

整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

避
難
所
で
の
生
活
が
困
難

と
思
わ
れ
る
要
援
護
者
に
対

し
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
等

と
協
定
を
結
ん
で
い
る
避
難

所
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

議　

員

　

町
に
太
陽
光
発
電
所
は

何
箇
所
あ
る
か
。
ま
た
、

そ
の
事
業
者
や
緊
急
連
絡

先
の
確
認
は
。

　

事
業
者
や
緊
急
連
絡
先
は

把
握
し
て
い
な
い
。

議　

員

・
環
境
・
洪
水
・
風
向

・
施
設
設
備
の
撤
去
解
体

町　

長

町　

長

等・
１
０
０
０
㎡
以
上
の
設

備
設
置
の
際
の
説
明
及
び

協
議
等

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

こ
れ
ら
４
点
に
つ
い
て
、

町
の
景
観
条
例
と
の
関
係

は
。

　

景
観
条
例
と
景
観
計
画
で

は
、
町
が
認
定
し
な
い
事
業

は
着
手
で
き
な
い
。
ま
た
、

無
届
事
業
は
勧
告
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

協
議
を
行
う
こ
と
で
環
境
保

全
を
図
っ
て
い
く
。

橋
梁
対
策
に
つ
い
て

議　

員

　

町
に
は
通
行
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
幅
４
ｍ
以

下
の
狭
小
な
橋
梁
が
、
何

箇
所
あ
る
か
。
ま
た
、
そ

の
対
策
は
。

　

現
在
37
橋
あ
る
。
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
よ
り
修

繕
や
補
修
を
お
こ
な
っ
て
い

る
が
、
耐
用
年
数
が
来
た
時

点
で
架
け
替
え
を
行
う
。

町　

長

町　

長

一 般 質 問
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町長

山本　泰二 議員

一問一答方式

新型コロナウイルス感染症対策に
町独自支援を行った結果は

いち早く対策を講じたことにより、急場を
しのぐことができたと考える

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
う
経
済

へ
の
影
響
は
多
大
な
も
の

が
あ
る
。
国
や
県
、
町
は
、

事
業
者
に
対
す
る
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
状
況
が
長
引
け
ば
、

か
な
り
厳
し
い
状
況
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
以
前
の
根
本
的
な
構

造
的
課
題
が
あ
る
。
そ
の

課
題
解
決
の
た
め
に
、
行

政
が
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

産
業
の
状
況
に
つ
い
て

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
経
済
へ
の
対
策
と
し
て
、

町
で
は
い
ち
早
く
飲
食
業

に
対
す
る
独
自
の
給
付
を

行
い
、
続
け
て
飲
食
業
以

外
の
小
売
業
に
対
し
て
給

付
を
拡
大
し
た
。
町
内
で

の
消
費
の
拡
大
を
促
す
た

め
の
商
品
券
も
配
布
し
た
。

こ
れ
ま
で
支
援
を
行
っ
た

結
果
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
か
把
握
し
て
い

る
か
。

　

飲
食
店
等
臨
時
給
付
金

は
１
３
７
０
万
円
支
給
し
、

子
育
て
応
援
商
品
券
は
約

１
４
０
０
万
円
、
換
金
率

72
％
、
生
活
応
援
商
品
券
は

約
３
２
０
０
万
円
、
換
金
率

46
％
と
な
っ
て
い
る
。
直
近

の
景
況
調
査
な
ど
に
よ
る

と
、
景
気
動
向
は
前
年
に
比

べ
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
状

態
が
続
い
て
い
る
。
給
付
金

事
業
は
一
時
的
な
も
の
で
そ

の
効
果
は
限
定
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ち
早
く
対
策
を
講
じ

た
こ
と
で
急
場
を
し
の
ぐ
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
報
告
も

あ
る
。
ま
た
、
商
品
券
発
行

に
よ
る
消
費
喚
起
は
、
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。議　

員

　

商
工
業
者
に
対
す
る
町

町　

長

か
ら
の
支
援
の
ほ
か
、
国

か
ら
の
給
付
、
貸
付
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
日
本
全
体
の
産

業
は
し
ば
ら
く
の
間
、
苦

し
い
状
況
を
耐
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

町
で
は
商
工
業
者
に
対
し

て
の
給
付
金
、
貸
付
以
外

に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
費

の
減
退
は
、
売
り
上
げ
が
減

少
と
な
り
、
資
金
繰
り
と
い

う
経
営
者
に
と
っ
て
最
も
重

大
な
問
題
が
発
生
す
る
。
そ

こ
で
融
資
に
関
わ
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
や
危
機
関

連
保
証
は
、
町
の
認
定
が
必

要
と
な
る
。
必
要
な
資
金
を

一
刻
も
早
く
届
け
る
た
め
に

認
定
事
務
は
迅
速
に
対
応
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
71
件
の

認
定
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

商
工
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
営

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
多
様

な
問
題
に
対
処
し
て
い
る
。

商
工
会
や
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
と
の
連
携
に
よ
る
小
規
模

事
業
者
の
問
題
解
決
に
向
け

町　

長

た
専
門
家
派
遣
事
業
は
、
継

続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

議　

員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響

以
前
に
地
方
で
は
人
口
の

流
出
、
地
域
産
業
の
縮
小

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
地

域
経
済
の
衰
退
に
は
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
地
域
産
業
が
活
性

化
し
な
く
て
は
、
人
口
の

増
加
も
望
め
ず
、
良
い
環

境
は
期
待
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
は
、
行
政
に
よ

る
金
銭
的
支
援
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
各
事
業
者

に
よ
る
事
業
の
見
直
し
、

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
町
の
事
業
者
に

対
し
産
業
の
在
り
方
、
進

め
方
に
対
す
る
指
導
を
行

う
考
え
は
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
と
い
う

時
代
の
中
で
、
同
業
者
間
で

の
変
化
や
、
異
業
種
間
で
の

連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
改

善
策
を
模
索
す
る
こ
と
は
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
上
で
い

町　

長

ま
の
状
況
か
ら
一
歩
前
に
進

も
う
と
す
る
事
業
者
へ
の
支

援
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
家
派

遣
事
業
に
加
え
、
国
や
県
で

は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
抜
く

事
業
展
開
に
対
す
る
支
援
制

度
や
補
助
事
業
を
開
始
し

た
。

　

こ
う
し
た
緊
急
経
済
対
策

の
中
か
ら
、
町
の
事
業
者
に

適
し
た
制
度
を
掌
握
し
、
事

業
者
ま
で
下
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
町
独
自
の
支
援

制
度
も
考
え
て
い
く
。
町
と

し
て
直
接
指
導
、
介
入
と

い
っ
た
こ
と
は
し
な
い
が
、

経
営
者
に
寄
り
添
い
、
き
め

細
や
か
な
支
援
、
伴
走
型
の

支
援
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

ず
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

継
続
的
な
支
援
、
経
済
対
策

に
努
め
る
。

議　

員

　

今
や
何
が
正
解
で
何
が

不
正
解
か
分
か
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
と
言
え

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
状
況
を
注
視
し
、

適
正
な
支
援
を
要
望
す
る
。
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町長

向中野　幸八議員

一問一答方式

町のイメージアップにつながる
　　　ラッピングバスを運行する考えは

一部車両に七戸らしいラッピングや塗装を
施し、必要に応じた範囲でPRに努める

県
よ
り
防
災
ブ
ッ
ク
保
存

版
、
当
町
よ
り
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
保
存
版
が

毎
戸
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
か
。

　

町
民
自
ら
の
安
全
を
守
る

た
め
の
情
報
と
災
害
へ
の
備

え
を
促
す
こ
と
、
各
家
庭
で

の
防
災
対
策
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
今
年
４
月
に

配
布
し
て
い
る
。

議　

員

　

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

町
内
会
、
分
館
、
民
生
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い

る
が
、
冬
期
間
の
災
害
発

生
時
、
高
齢
者
、
一
人
暮

ら
し
世
帯
で
は
、
灯
油
等

の
燃
料
調
達
が
困
難
に
な

る
が
、
燃
料
店
と
の
取
り

決
め
等
は
あ
る
か
。

　

取
り
決
め
等
は
結
ん
で
い

な
い
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
で
そ
の
よ
う
な
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
本
人
に

代
わ
り
燃
料
店
等
へ
連
絡
す

る
な
ど
の
支
援
を
行
い
た
い
。

町　

長

町　

長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
先
々
の
見

通
し
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
。
一
人
暮
ら
し
、
弱
者
、

生
活
困
窮
者
の
方
が
、
自

ら
命
を
絶
つ
と
い
っ
た
事

が
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
が
、

相
談
件
数
等
の
把
握
は
し

て
い
る
か
。

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の

方
々
等
の
相
談
実
績
で
す
が
、

昨
年
７
月
現
在
で
75
件
で

あ
っ
た
の
が
、
今
年
７
月
現

在
で
は
97
件
と
な
っ
て
い
る
。

防
災
に
つ
い
て

議　

員

　

災
害
時
の
対
応
と
し
て
、

町　

長

除
雪
体
制
に
つ
い
て

議　

員

　

除
雪
距
離
３
３
１
㎞
を

町
の
除
雪
機
26
台
、
委
託

業
者
29
台
に
よ
り
除
雪
作

業
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、

近
年
の
暖
冬
小
雪
で
、
除

雪
の
出
動
減
少
・
採
算
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
昨

年
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

実
績
は
。

　

日
数
で
26
日
、
稼
働
時
間

は
２
６
３
０
時
間
。
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
日
数
で

65
％
減
、
稼
働
時
間
で
53
％

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員

　

除
雪
業
者
は
、
今
季
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
も
考
慮
し
、

天
間
林
地
区
１
７
４
㎞
、

七
戸
地
区
１
５
７
㎞
の
除

雪
に
備
え
て
い
る
。
機
械

の
整
備
等
に
経
費
が
か
か

る
が
、
町
の
除
雪
体
制
を

維
持
す
る
た
め
に
、
恒
常

的
な
対
策
を
立
て
て
最
低

保
障
を
す
る
考
え
は
。

町　

長

　

人
員
に
関
し
て
の
待
機
補

償
費
は
計
上
し
て
い
る
が
、

機
械
維
持
に
関
し
て
の
補
償

は
し
て
い
な
い
。
今
後
の
除

雪
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
様
々
な
支
援
、
補
償
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

�

町
保
有
バ
ス
に
つ
い
て

議　

員

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
７
台
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
９
台

が
運
行
し
て
い
る
が
、
各

自
治
体
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
も
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し

て
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
が
。

　

全
て
の
車
両
に
施
す
こ
と

は
、
費
用
等
を
考
慮
す
る
と

難
し
い
。
今
後
も
一
部
車
両

に
お
い
て
、
七
戸
ら
し
い

ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
塗
装
を
施
し
、

必
要
に
応
じ
た
範
囲
で
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
た
い
。

町　

長

町　

長

議　

員

　

今
年
度
２
台
納
車
予
定

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
機
に

デ
ザ
イ
ン
を
何
種
類
か
に

統
一
す
る
考
え
は
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、
同

一
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
乗
り
間
違
い
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
事
が
起
ら
な
い
よ
う
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し

対
応
し
て
い
る
。

�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

議　

員

　

学
校
・
社
会
教
育
、
在

宅
医
療
、
防
災
情
報
、
地

域
情
報
等
々
の
情
報
化
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
思
う
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
整
備
す
る
考
え
は
。

　

情
報
提
供
ツ
ー
ル
と
し
て

有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
導

入
に
お
け
る
初
期
投
資
、
ま

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
今
現
在

考
え
て
い
な
い
。

町　

長

町　

長
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病
院
費
分
担
金
に
つ
い
て

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
に
伴
う
外

来
患
者
の
減
少
で
、
公
立

七
戸
病
院
の
経
営
も
一
層

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
予
算
の
病
院
費
分
担

金
は
約
６
億
円
。
そ
の
う

ち
当
町
が
負
担
す
る
の
は

約
５
億
円
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
分
担
金
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　

外
来
患
者
、
入
院
患
者
、

人
間
ド
ッ
ク
、
そ
の
他
の
健

診
な
ど
に
よ
る
減
収
額
は
令

和
２
年
６
月
末
累
計
で
、
前

年
度
同
月
期
と
比
べ
47
・

２
％
の
減
。
額
に
し
て
６
５

０
０
万
円
。
６
月
か
ら
の
人

間
ド
ッ
ク
の
再
開
に
よ
り
、

町　

長

町長

三上　正二 議員

一問一答方式

「新しい生活様式」
　　　　将来を見据えた対策は

これからの時代を見据えた「新しい生活
様式」に対応した環境整備を進めていく

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
直
撃
を
受
け
、
景
気
の

悪
化
が
最
初
に
影
響
す
る

の
は
地
方
で
あ
る
。
地
方

税
や
政
府
債
務
の
増
大
に

よ
る
地
方
交
付
税
等
、
各

種
交
付
金
、
補
助
金
の
減

少
等
、
地
方
財
政
の
硬
直

化
を
招
く
要
因
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

短
絡
的
な
施
策
を
打
ち
出

す
自
治
体
と
先
を
見
据
え

て
独
自
の
施
策
を
打
ち
出

す
自
治
体
と
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後
、

大
き
な
差
と
な
っ
て
現
れ

て
く
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

町
の
経
済
は
ど
の
よ
う
に

影
響
を
受
け
て
い
る
か
。

　

商
工
業
全
体
で
は
、
直
近

の
景
況
調
査
に
よ
る
と
、
売

上
高
、
資
金
繰
り
、
経
常
利

益
の
３
部
門
の
全
て
が
悪
化

と
い
う
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、

融
資
に
係
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
関
係
に
つ
い
て

は
、
71
件
の
認
定
、
約
20
億

円
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
な
け
れ
ば
、
必
要
と

し
な
か
っ
た
資
金
で
あ
り
、

こ
の
数
字
が
ま
さ
に
経
済
に

与
え
た
影
響
と
実
感
し
て
い

る
。

　

農
業
で
は
、
主
要
農
産
物

で
あ
る
ニ
ン
ニ
ク
、
ナ
ガ
イ

モ
、
ト
マ
ト
に
つ
い
て
各
農

協
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
経

済
的
な
影
響
は
現
時
点
で
は

そ
れ
ほ
ど
な
い
と
い
う
回
答

を
得
て
い
る
が
、
米
に
つ
い

て
は
、
消
費
が
全
体
的
に
減

退
し
、
在
庫
が
余
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
か

町　

長

ら
、
価
格
が
下
が
る
と
予
想

し
て
い
る
。
ま
た
、
花
卉
、

林
業
、
畜
産
に
関
し
て
は
、

全
国
的
な
消
費
低
迷
で
流
通

が
滞
り
、
市
場
価
格
の
下
落

に
よ
っ
て
非
常
に
厳
し
き
状

況
に
あ
る
。

議　

員

　

飲
食
店
事
業
者
支
援
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
安
全
宣

言
の
店
」
と
い
う
ポ
ス

タ
ー
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
基

準
は
。

　

町
内
の
飲
食
店
事
業
の
需

要
喚
起
を
図
る
目
的
の
ひ
と

つ
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
事

業
者
が
自
ら
適
切
な
感
染
防

止
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
行
政
が
認
定
し
た
と
い
う

証
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
基
準
は
、
３
密
を
避
け
る
。

そ
れ
か
ら
消
毒
体
制
、
換
気

体
制
等
、
い
く
つ
か
の
基
準

を
設
け
て
い
る
。

新
し
い
生
活
様
式
に
つ
い
て

議　

員

町　

長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

終
息
後
、
人
々
の
生
活
様

式
、
事
業
活
動
、
産
業
や

就
業
構
造
が
大
き
く
変
わ

る
と
考
え
る
。
最
近
の
動

き
を
見
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
大
都
市
へ
の
人
口
集

中
リ
ス
ク
が
改
め
て
認
識

さ
れ
、
企
業
に
よ
る
地
方

へ
の
分
散
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
活
用
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
等
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
生
活
文
化
、
新
た

な
企
業
活
動
等
、
い
わ
ゆ

る「
新
し
い
働
き
方
改
革
」

が
芽
生
え
て
き
て
い
る
。

　

地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
い
う
、
自
治

体
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を

考
え
た
と
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後
の
町

経
済
等
、
中
長
期
的
に
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
ひ
と

つ
に
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

が
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。

当
町
に
は
新
幹
線
の
駅
が
あ

る
。
ネ
ッ
ト
環
境
は
ど
う
か
。

町　

長

仕
事
が
で
き
る
環
境
に
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
論
外
で
あ

る
。
そ
こ
で
全
町
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
新
体

育
館
を
含
め
た
荒
熊
内
地
区

の
開
発
計
画
。
こ
こ
も
テ
レ

ワ
ー
ク
の
拠
点
づ
く
り
と
い

う
こ
れ
か
ら
の
方
策
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
家

族
旅
行
村
や
中
央
公
園
。
と

て
も
い
い
環
境
の
中
で
仕
事

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

環
境
整
備
等
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

数
例
を
挙
げ
た
が
、
新
し

い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
い

ろ
い
ろ
な
環
境
整
備
は
、
他

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

議　

員

　

行
政
は
、
前
例
主
義
で

あ
る
が
、
現
在
の
状
況
を

考
え
る
と
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
。
新
た
な
考
え
の
も

と
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。
国
か
ら
の
交
付
金

や
補
助
金
を
配
布
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
が
、
将

来
を
見
据
え
た
施
策
を
考

え
投
資
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
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町長

哘　　清悦 議員

一問一答方式

医師確保が困難な状況下、
　　七戸病院の存続と在り方について

医師確保については、これからも努力を続ける
福祉施設等関係機関と連携し存続の努力をする

健
診
収
益
の
回
復
が
あ
る
程

度
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

８
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
抗
原
検
査
に
よ
り
、

こ
れ
も
あ
る
程
度
増
収
の
一

因
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

経
営
の
関
係
で
は
、
独
立

行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
よ

り
無
担
保
・
無
利
子
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
支

援
金
」、
１
億
円
の
融
資
を

受
け
る
予
定
。

　

負
担
額
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
状
況
、
病
院
費
用
の

削
減
に
よ
り
決
算
見
込
み
は

非
常
に
不
透
明
で
あ
る
。

七
戸
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

議　

員

　

医
師
確
保
が
困
難
な
状

況
下
、
七
戸
病
院
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

不
安
。
将
来
の
地
域
医
療

及
び
七
戸
病
院
の
在
り
方

に
つ
い
て
。

　

現
在
、
常
勤
医
７
名
。
充

足
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
医
師
確
保

の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

　

将
来
の
七
戸
病
院
の
在
り

町　

長

病
院
費
分
担
金
に
つ
い
て

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
に
伴
う
外

来
患
者
の
減
少
で
、
公
立

七
戸
病
院
の
経
営
も
一
層

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
予
算
の
病
院
費
分
担

金
は
約
６
億
円
。
そ
の
う

ち
当
町
が
負
担
す
る
の
は

約
５
億
円
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
分
担
金
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　

外
来
患
者
、
入
院
患
者
、

人
間
ド
ッ
ク
、
そ
の
他
の
健

診
な
ど
に
よ
る
減
収
額
は
令

和
２
年
６
月
末
累
計
で
、
前

年
度
同
月
期
と
比
べ
47
・

２
％
の
減
。
額
に
し
て
６
５

０
０
万
円
。
６
月
か
ら
の
人

間
ド
ッ
ク
の
再
開
に
よ
り
、

町　

長

方
に
つ
い
て
、
県
の
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て
、

自
治
体
病
院
を
含
め
た
再
検

証
が
必
要
な
病
院
は
10
医
療

機
関
あ
る
。
七
戸
病
院
は
そ

の
中
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
病
院

と
い
う
認
定
を
頂
い
て
い
る
。

今
後
は
、
福
祉
施
設
等
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
地
域
住

民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
す
る
。

随
意
契
約
の
見
直
し
に
つ
い
て

議　

員

　

バ
ス
運
行
業
務
と
学
校

用
務
員
の
業
務
は
、
南
部

縦
貫
株
式
会
社
と
随
意
契

約
し
て
い
る
。
来
年
度
の

委
託
契
約
の
方
法
は
。

　

町
が
行
う
各
種
契
約
に
つ

い
て
は
、
緊
急
時
の
即
時
対

応
、
業
務
の
横
断
的
対
応
、

町
内
業
者
の
育
成
、
町
民
の

労
働
場
所
の
確
保
等
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
今

度
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
総
合

的
に
判
断
し
、
業
務
先
を
決

定
し
て
い
き
た
い
。

町　

長

会
費
、
負
担
金
、
共
済
費
等

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

議　

員

①
赤
十
字
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
県
交
通
災
害
共

済
の
会
員
数
や
会
費
総
額

等
は
。

②
現
在
の
徴
収
方
法
で
問

題
が
発
生
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後

の
徴
収
方
法
を
変
更
す
る

計
画
は
あ
る
か
。

①
日
本
赤
十
字
の
会
費
に
つ

い
て
７
月
30
日
時
点
、
３
９

４
２
件
、
約
２
６
３
万
２
千

円
の
御
協
力
を
頂
き
、
達
成

率
は
目
標
額
の
98
・
46
％
。

　

青
森
県
交
通
災
害
共
済
へ

の
加
入
に
つ
い
て
令
和
元
年

度
実
績
、
会
員
数
７
４
２
３

人
、
加
入
率
50
・
52
％
、
会

費
総
額
約
２
５
９
万
８
千
円
。

　

七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
会
費
に
つ
い
て
令
和
元
年

度
実
績
、
総
額
約
４
０
８
万

４
千
円
。

②
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。
自
治

会
構
成
員
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
会
費
等
の
徴
収
が

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

町　

長

町
内
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

　

各
団
体
の
担
当
者
会
議
等

で
、
徴
収
す
る
自
治
会
等
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
要
望

は
し
て
い
る
。

議　

員

　

会
費
等
の
納
入
方
法
は

今
後
変
わ
っ
て
い
く
と
思

う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
や
各
種
振
込
用
紙
な

ど
を
使
う
方
法
も
あ
る
。

　

そ
れ
で
あ
れ
ば
班
長
は
、

他
の
配
布
物
同
様
、
一
度

の
訪
問
で
済
む
。

　

納
入
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

①
一
般
会
計
か
ら
会
費
等
、

全
額
の
支
出
は
可
能
か
。

②
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー

等
で
支
払
え
る
よ
う
業
務

委
託
は
可
能
か
。

①
寄
付
金
の
公
費
負
担
は
、

憲
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
で
、
一
般
会
計
か
ら

の
支
出
は
考
え
て
い
な
い
。

②
コ
ン
ビ
ニ
等
の
納
付
で
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
今
後

検
討
す
る
。

町　

長
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
８
月
17
日

　

案　

件　

①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　

②
令
和
元
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　

内　

容　

�

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
よ

り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
８
月
18
日

　

案　

件　

①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　

②�

令
和
元
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・
水

道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　

内　

容　

�

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

協
議
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
８
月
19
日

　

案　

件　

①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　

②�

令
和
元
年
度
滞
納
状
況（
奨
学
資
金
貸
付
金
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　

内　

容　

�

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け
協
議

し
た
。

　

開
催
日　

令
和
２
年
８
月
25
日

　

案　

件　

①�

学
校
訪
問
（
七
戸
中
学
校
・
七
戸
小
学
校
・

城
南
小
学
校
）

　

内　

容　

�

各
校
長
よ
り
学
校
経
営
の
方
針
や
重
点
目
標
等

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　

�

意
見
交
換
で
は
、
施
設
設
備
等
の
要
望
事
項
等
、

た
く
さ
ん
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

開
催
日　

令
和
２
年
９
月
15
日

　

案　

件　

七
戸
町
教
育
委
員
会
事
務
局
行
政
視
察

　

内　

容　

�
岩
手
県
葛
巻
町
・
葛
巻
高
校
視
察
へ
、
山
本
委

員
を
派
遣
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　

開
催
日　

令
和
２
年
８
月
24
日

　

案　

件　

①
９
月
定
例
会
会
期
日
程
等
に
つ
い
て

　

内　

容　

・
提
出
議
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

�　

総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案

等
の
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
通
告
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

質
問
内
容
等
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　

・
陳
情
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

�　

陳
情
３
件
を
資
料
配
付
、
発
議
２
件
を
議

案
審
議
の
日
程
で
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　

・
会
期
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

会
期
日
程
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　

・
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

�　

令
和
２
年
10
月
29
日
に
開
催
予
定
の
「
上

北
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
」
に
派

遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

開
催
日　

令
和
２
年
９
月
９
日

　

案　

件　

９
月
定
例
会
の
提
出
議
案
の
追
加
に
つ
い
て

　

内　

容　

�

総
務
課
長
よ
り
提
出
議
案
１
件
（
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
上
見
町
橋
橋
梁
整

備
工
事
））
の
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

　

２
０
２
０
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
２
カ
月
と
な
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
控
え
輝
か

し
い
年
に
な
る
と
思
い
き
や
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
失
速
し
ま

だ
ま
だ
先
行
き
が
見
通
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
逆
に
地
方
に

目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
聖
域
と
さ
れ

て
来
た
部
分
に
も
改
革
の
メ

ス
が
入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
逆
境
を
ば
ね
に
、

む
し
ろ
よ
り
進
歩
で
き
る
仕

組
み
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
も

発
行
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る

べ
く
様
々
な
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
方
法
な
ど
も

取
り
入
れ
、
議
会
の
内
容
を

早
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
山
本
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

10
月
１
日
・
８
日
開
催

委
員
長　

山　

本　

泰　

二

副
委
員
長　

佐
々
木　

寿　

夫

委　

員　

小　

坂　

義　

貞

　
　
　
　

二
ツ
森　

英　

樹

　
　
　
　

向
中
野　

幸　

八

　
　
　
　

中　

野　

正　

章

　

今
年
度
は
、
七
戸
地
区

の
小
中
学
校
の
訪
問
で
し

た
。
各
校
と
も
、
教
室
や

職
員
室
が
、
児
童
・
生
徒

の
絵
や
写
真
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
全
校
に
エ
ア

コ
ン
が
設
置
さ
れ
、
稼
働

状
況
も
確
認
が
で
き
ま
し

た
。
各
校
の
経
営
の
方
針

や
重
点
目
標
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
長

�

岡
村　

茂
雄

（
七
戸
中
学
校
で
の
授
業
見
学
）

令和２年11月１日 第 62号 （12）議 会 だ よ り


